
平成24年８月号 ２

測定場所 測定者 測定
回数

測定値 （μ Sｖ／ｈ）
最少値～最大値

市役所（駐車場） 中野市 14 0.04 ～ 0.05

豊田支所（駐車場） 中野市 14 0.05 ～ 0.06

保育園、幼稚園
（市内 14 箇所：園庭） 中野市 3 0.07 ～ 0.12

小学校
（市内11箇所：グラウンド） 中野市 3 0.06 ～ 0.09

中学校
（市内４箇所：グラウンド） 中野市 3 0.06 ～ 0.08

東山クリーンセンター
（入口、灰出し場） 長野県 4 0.07 ～ 0.08

大俣最終処分場
（入口、焼却灰埋め立て
場所、放流口）

長野県 4 0.05 ～ 0.08

硲地区民間最終処分場
（場内、境界４地点） 長野県 4 0.04 ～ 0.07

※健康に影響のない数値で推移しています。

空間放射線量測定結果部落解放・人権政策確立要求
中高地区総決起大会開催

　部落差別をはじめとするあらゆる差別
をなくすための「人権政策確立」を求める
と同時に、人権が尊重される地域社会を
目指し、総決起大会を開催します。
期日　８月２8日㈫

　丸
ま る や ま

山正
ま さ み つ

光さんが、７月１日付で、法
務大臣から人権擁護委員に委嘱をされ
ました。新任で、任期は平成２４年７月
１日から３年間です。

問い合わせ先
市役所人権政策課調整係
☎（２２）２１１１（内線２４６）

豊井地区の人権擁護委員を紹介

昨年の様子

時間　午後６時３０分から
会場　市民会館ホール
演題　水平社宣言を原点に差別撤廃を
展望する‐水平社会をめざして‐
講師　㈳部落解放・人権研究所理事
　　　友

と も な が

永健
け ん ぞ う

三さん

問い合わせ先
市役所環境課環境係　☎（２２）２１１１（内線２４７）

　国際放射線防護委員会（ICRP）が２００7年に示した勧告で
は、自然放射線および医療目的の放射線を除き、「一般公衆」が
１年間に浴びてもよい被ばく限度量は１mSv（ミリシーベル
ト）/年とされています。１時間当たりの数値（測定値の単位）
に換算すると、「0.19μSv（マイクロシーベルト）/時間」と
なります。

４月～６月
市内の

藤
澤
勇
さ
ん
に
栄
誉
賞

　

７
月
18
日
㈬
、
市
役
所
で
栄
誉

賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
受
賞
し
た
の
は
中
野
市

新
井
出
身
の
藤ふ

じ
さ
わ澤
勇い

さ
む

さ
ん
で
す
。

　

藤
澤
さ
ん
は
、
平
成
２４
年
３
月

11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
３６
回
全

日
本
競
歩
能
美
２０
㌔
競
歩
」
で
優

勝
し
た
こ
と
を
は
じ
め
各
大
会
に

お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

第
３０
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

（
ロ
ン
ド
ン
）
の
男
子
２０
㌔
競
歩

日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
藤
澤
さ
ん
の
代

理
で
、
父
の
藤ふ

じ
さ
わ澤
一は

じ
め

さ
ん
に
小
田

切
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
賞
は「
ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
な

ど
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
」

に
贈
ら
れ
ま
す
。

▲代理で表彰を受ける父の藤澤一さん
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期
日
　
８
月
19
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

出
演
者
　

荒あ

ら

い井
雅ま

さ
の
り至
先
生
（
司
会
・
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）
、
小こ

み

や宮
康や

す
ひ
ろ裕

先
生
（
ピ

ア
ノ
）
、
国く

に
た
ち立

音
楽
大
学
生
、
同

付
属
中
学
・
高
校
生
、
東
京
学
芸

大
学
生
、
ム
シ
カ
・
ア
レ
グ
レ
・

シ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー

曲
目
　

◇
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
デ
ィ
ベ
ル

テ
ィ
メ
ン
ト
Ｋ.
１
３
７
　
◇
レ
ス

ピ
ー
ギ
＝
リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古

代
舞
曲
と
ア
リ
ア
よ
り
第
３
番
組

曲
　
◇
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
＝
ピ
ア
ノ

五
重
奏
曲
「
鱒
」
よ
り
　
◇
高
野

辰
之
作
品
集
よ
り‐

　　
長
野
市
出
身
で
音
楽
大
学
や
付

属
校
の
学
生
を
指
導
す
る
荒
井
雅

至
先
生
と
、
門
下
生
、
小
宮
康
裕

先
生
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
弦
楽
合

奏
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
若
さ
あ
ふ
れ
る
、
渾こ

ん
し
ん身

の
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館
☎
�
３
０
７
０

ム
シ
カ
・
ア
レ
グ
レ
・
コ
ン
サ
ー
ト

スペイン語で「ムシカ」…音楽
「アレグレ」…楽しい、陽気な

昨年の様子

　
中
山
晋
平
、
高
野
辰
之
の
業
績

を
た
た
え
、
全
市
を
挙
げ
て
音
楽

を
通
し
た
文
化
の
香
り
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
音

楽
文
化
の
発
展
を
目
的
に
、
市
民

音
楽
祭
を
本
年
度
も
開
催
し
ま

す
。

　

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
団
体

が
合
唱
や
演
奏
を
披
露
す
る
ほ

か
、
本
年
は
、
５０
回
目
を
記
念

し
、
本
市
出
身
で
、
世
界
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
久
石
譲
氏
作
曲
「
君

を
の
せ
て
」
を
は
じ
め
、
「
故

郷
」
「
大だ

い
ち
さ
ん
し
ょ
う

地
讃
頌
」
の
３
曲
を
吹

奏
楽
の
伴
奏
に
合
せ
て
、
参
加
者

全
員
で
大
合
唱
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

中
央
公
民
館
の
子
ど
も
音
楽
講

座
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
も

う
！
」
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
、

第５0回
記念

～ 

絆 

響
け 

こ
こ
ろ
の
歌 

～

中
野
市
民
音
楽
祭

2012

特
別
出
演
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
出
演
団

体
が
織
り
成
す
メ
ロ
デ
ィ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
８
月
２５
日
㈯

時
間
　
午
後
０
時
３０
分
開
演
（
正

午
開
場
）

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

主
催
　
中
野
市
、
中
野
市
音
楽
団

体
連
盟

共
催
　
中
山
晋
平
記
念
会

後
援
　
中
野
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１（

内
線
３
９
４）

高
野
辰
之
記
念
館
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

中山晋平記念館オータムコンサート

秋桜
コンサート
期日　9月２日㈰
時間　午後２時～３時３０分
会場　中山晋平記念館
出演　津

つ ぶ ら く

布楽杏
あ ん り

里さん
　　　藤

ふ じ さ わ

原直
な お ゆ き

之さん
曲目
○シューマン「ふたりの擲

て き だ ん へ い

弾兵」　
○モーツァルト「フィガロの結婚」
○中山晋平作曲「鉾をおさめて」
○ピアノソロ「きらきら星変奏曲」
　　　　　　　　　　　　　　ほか
　本市出身のピアニスト津布楽杏里
さんと、東京藝術大学声楽科卒業バ
リトン歌手の藤原直之さんによる演
奏をお楽しみください。
　入場は無料ですので、お気軽にお
越しください。

問い合わせ先
中山晋平記念館
☎（２２）７０５０

▲昨年の中野市民音楽祭の様子▲
延徳小学校合唱団 「ミュージカルを楽しもう！」


